
　企業を立ち上げ、社員の給
料を払い続けるのは大変なこと
だと思います。環境は厳しいで
すが、生き残りたいという強い
思いを持つ経営者とは一緒に
努力していきたい。ITという道
具を有効に使えば競争に有利。
怖がることはありません。 

　システム導入を考え相談にこら
れた方に、詳細ヒヤリングの結果、
「今は高度なシステムを導入しても
使いこなせないはず。それよりも前
段階の経営改革をされた方がよい」
とアドバイスさせていただいたこと
もあります。 

独立行政法人 
中小企業基盤整備機構 
経営基盤支援部　経営支援課 
電話：03-5470-1518

各地の中小企業支援センターにつ
いては中小企業庁のホームページ
でお調べください。 
http://www.chusho.meti.go.jp/ 
 g_book/toiawase.html

財団法人しずおか産業創造機構 
静岡県静岡市追手町44-1　 
静岡県産業経済会館4階 
電話：054-273-4434 
http://www.ric-shizuoka.or.jp/

　中小企業支援センター
の主要機能の一つ。支援
センターに登録された中
小企業診断士、ITコーデ
ィネータなどの専門家を、
3分の1の料金負担で希望
企業に派遣する制度。派
遣前にヒヤリングもしく
は事前調査を行うケース
が多い。料金は都道府県ごとに異なる。
静岡県の場合、企業側の負担は1回1万円、
および旅費の3分の1となっている。 

専門家派遣制度とは？ 

IT推進アドバイザー派遣の仕組み 

中小企業経営者・組合 

ITコーディネータ 
協会 

都道府県等中小企 
業支援センター 
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アドバイザー 
登録者 

中小企業基盤整備機構 
企画部　部長 
田村朝彦　氏 

しずおか産業創造機構 
創業・ベンチャー支援グループ 
企業支援チーム　主査 

鈴木俊充　氏 
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申し込みはITコーディネータ協会、
都道府県等中小企業支援センター
でも可能 
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催
さ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
上
映
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。
気
軽
に
見
る
こ
と

が
で
き
、
か
つ
共
感
し
や
す
い
映
像
情
報

も
、
積
極
的
に
利
用
し
て
み
た
い
も
の
だ
。 

   　「
経
営
に
関
す
る
悩
み
が
あ
る
」「
関
連

施
策
な
ど
の
具
体
的
な
情
報
が
知
り
た
い
」

「
身
近
な
相
談
機
関
は
な
い
か
」
―
―
課

題
が
あ
る
程
度
顕
在
化
し
て
い
る
の
な
ら
、

地
域
の
有
効
な
相
談
窓
口
と
し
て
「
中
小

企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
行
っ
て
み
よ
う
。

中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
中
小
企
業

支
援
政
策
を
地
域
で
実
施
す
る
機
関
。
都

道
府
県
お
よ
び
政
令
指
定
都
市
設
置
の
も

の
と
広
域
市
町
村
圏
設
置
の
も
の
が
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
前
者
を
取
り
上
げ
る
。 

　
注
意
し
た
い
の
は
、
そ
の
名
称
。「
中

小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
は
一
種
の
機

能
・
役
割
を
表
し
て
お
り
、
実
際
に
は
都

道
府
県
の
各
財
団
法
人
が
こ
の
業
務
を
担

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
静
岡
県
の
「
し
ず

お
か
産
業
創
造
機
構
」
を
例
に
そ
の
活
動

を
紹
介
し
よ
う
。 

●
専
門
家
派
遣
を
受
け
ら
れ
る
 

　「
一
人
で
悩
ん
で
い
て
も
解
決
し
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
き
っ
と

活
路
が
見
い
だ
せ
ま
す
」
―
―
支
援
セ
ン

タ
ー
の
役
割
を
ず
ば
り
と
語
っ
て
く
れ
た

の
は
し
ず
お
か
産
業
創
造
機
構
・
企
業
支

援
チ
ー
ム
の
鈴
木
俊
充
主
査
で
あ
る
。
支

援
セ
ン
タ
ー
の
使
命
は
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
」。
１
ヶ
所
で
解
決
の
入
口
が

見
つ
か
る
の
が
「
売
り
」
だ
。
専
門
家
派

遣
、
創
業
支
援
、
融
資
相
談
、
セ
ミ
ナ
ー

開
催
、
経
営
革
新
支
援
等
、
全
国
共
通
の

基
本
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
相
談
事
が
あ
る

場
合
は
ま
ず
電
話
や
メ
ー
ル
、
直
接
訪
問

な
ど
で
ア
ク
セ
ス
し
、
専
門
的
な
案
件
に

関
し
て
は
専
門

家
派
遣
（
技
術
、

経
営
、
Ｉ
Ｔ
な

ど
。
コ
ラ
ム
参

照
）
を
活
用
す

る
と
い
う
の
が

一
般
的
だ
。 

　
し
ず
お
か
産

業
創
造
機
構

で
は
、
職
員

を
専
門
分
化

し
す
ぎ
ず
、

一
つ
の
チ
ー

ム
で
専
門
家

派
遣
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て

い
る
。
な
ぜ
な
ら
「
最
初
は
Ｉ
Ｔ
の
相
談

だ
っ
た
が
、
詳
し
く
聞
く
と
課
題
は
経
営

面
に
あ
っ
た
」
な
ど
と
い
う
ケ
ー
ス
も
よ

く
あ
り
、「
専
門
間
の
壁
が
な
け
れ
ば
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
で
き
る
」（
鈴
木
氏
）

か
ら
だ
。 

●
金
融
機
関
と
の
連
携
も
 

　
新
し
い
動
き
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は

地
銀
・
信
用
金
庫
と
の
連
携
だ
。
２
０
０

３
年
３
月
に
金
融
庁
か
ら
出
さ
れ
た
「
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
の
機
能

強
化
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
背
景
も
あ
り
、
同
機
構
で
は
県
内
４
地

銀
14
信
金
の
す
べ
て
の
担
当
者
と
共
に
連

絡
会
議
を
開
い
て
い
る
。
銀
行
ご
と
の
支

援
事
例
の
共
有
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

紹
介
な
ど
、
交
流
を
深
め
て
い
る
と
い
う
。 

　
こ
の
結
果
、
金
融
機
関
を
通
じ
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
活
動
が
企
業
に
周
知
さ
れ
、

と
く
に
専
門
家
派
遣
制
度
へ
の
認
知
が
高

ま
っ
た
。
銀
行
か
ら
こ
の
制
度
を
紹
介
さ

れ
た
あ
る
企
業
は
「
高
額
な
料
金
を
払
わ

な
い
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
受
け
ら
れ

な
い
と
思
っ
て
い
た
。
こ
ん
な
良
い
制
度

が
あ
る
と
は
」
と
驚
い
た
そ
う
だ
。
こ
の

企
業
は
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
つ

つ
経
営
改
革
に
取
り
組
み
、
社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
、
そ
し
て
業
績
の
劇
的

回
復
を
実
現
し
た
と
い
う
。 

　
地
元
で
経
営
を
中
心
に
し
た
よ
ろ
ず
相

談
を
し
た
い
な
ら
、
中
小
企
業
支
援
セ
ン

タ
ー
が
お
薦
め
だ
。 

   　「
Ｉ
Ｔ
に
つ
い
て
具
体
的
な
悩
み
が
あ

る
」「
自
社
の
事
業
領
域
に
経
験
の
あ
る

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
来
て
欲
し
い
」「
Ｉ

Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
試
し
て
み
た
い
」

―
―
課
題
が
Ｉ
Ｔ
に
関
係
す
る
と
わ
か
っ

て
い
る
場
合
に
便
利
な
の
が
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
（
旧
中
小
企
業
総
合
事
業
団
）

が
行
っ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
事
業
だ
。
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て

い
る
企
業
に
対
し
、
Ｉ
Ｔ
の
導
入
や
活
用

に
詳
し
い
専
門
家
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
派
遣
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。 

　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
企
画
部
の
田

村
朝
彦
部
長
に
よ
る
と
、
こ
の
制
度
の
特

徴
は
「
公
平
な
立
場
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
す

る
こ
と
」
だ
と
い
う
。
Ｉ
Ｔ
製
品
選
び
に

つ
い
て
も
特
定
メ
ー
カ
ー
の
も
の
を
勧
め

る
こ
と
は
な
く
、
選
び
方
の
基
準
や
視
点

を
示
す
と
い
う
立
場
を
取
る
。 

　
一
見
、
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専

門
家
派
遣
制
度
と
似
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
が
、
案
件
が
Ｉ
Ｔ
に
限
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
①
専
門
家
派
遣
事
業
の
予

算
が
少
な
い
県
の
補
完
的
機
能
を
果
た
す
、

②
専
門
家
を
全
国
規
模
で
派
遣
す
る
の
で

選
択
肢
が
多
い
、
③
あ
え
て
地
域
外
の
人

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
た
い
と
い
う
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
、
と
い
う
す
み
わ
け
が
な
さ

れ
て
い
る
。 

●
全
国
か
ら
申
し
込
み
可
能
 

　
派
遣
を
希
望
す
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
も
し
く
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ
を
し
、

必
要
書
類
を
提
出
す
る
。
そ
の
後
、
指
導

員
が
会
社
の
状
況
を
電
話
で
詳
し
く
調
査

し
、
最
適
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
選
定
す
る
。

訪
問
し
て
み
た
ら
状
況
が
違
っ
た
、
と
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
意
向
を
よ
く
聞

き
出
し
専
門
家
側
に
も
訪
問
前
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
る
そ
う
だ
。
こ
れ
は
、
本

制
度
を
有
効
に
活
用
し
て
も
ら
お
う
、
成

果
を
出
そ
う
と
い
う
同
機
構
の
姿
勢
の
現

れ
で
も
あ
る
。 

　「
利
用
者
の
満
足
度
は
１
０
０
％
が
目

標
。
万
が
一
満
足
で
き
な
か
っ
た
派
遣
先

が
あ
っ
た
ら
、
徹
底
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
専
門
家
側
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」
と
田

村
部
長
が
話
す
と
お
り
、
関
係
者
は
日
々
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
る
。 

●
費
用
は
１
回
１
日
１
５
、０
０
０
円
 

　
申
し
込
み
は
、
複
数
回
の
派
遣
を
希
望

す
る
場
合
で
も

１
回
ご
と
に
行

う
。
１
社
へ
の

派
遣
回
数
は
５
回
が
平

均
値
だ
そ
う
だ
。
派
遣

費
用
は
３
分
の
１
が
企

業
側
の
負
担
で
、
地
域

に
か
か
わ
ら
ず
１
日
１

回
１
５
、
０
０
０
円
。

利
用
数
は
昨
年
が
６
７

１
件
と
、
年
々
増
加
し

て
い
る
。 

　
７
月
に
新
体
制
と
な

っ
て
か
ら
は
、
各
地
域

に
支
部
も
設
置
さ
れ
た
。

田
村
氏
は
「
地
域
に
お

け
る
経
営
革
新
支
援
の
実
施
主
体
と
し
て
、

経
済
産
業
局
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
Ｉ

Ｔ
経
営
応
援
隊
も
積
極
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。
技
術
進
歩
が
著

し
い
Ｉ
Ｔ
を
利
活
用
す
る

に
は
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
有
効
だ
。
そ
の
入
口

が
こ
こ
に
用
意
さ
れ
て
い

る
。 
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Ｔ
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ド
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ザ
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特集　改革の第一歩　いつ踏み出しますか？ 


